
日合商の基本は『協調と連帯』
日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。

日合商 報
時

令和 8年熊本地震で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

日合商各支部で総会が開催されました
6 月 15 日（月）

神奈川支部  総会・懇親会
崎陽軒本店にて　参加 51 名

6 月 19 日（金）

東関東支部  役員会・総会・講演会・懇親会
ホテルグリーンタワー幕張にて　参加 45 名

6 月 24 日（水）

長野地区支部  総会・講演会・懇親会
ホテルメトロポリタン長野にて
参加 17 名（講演会参加 30 名）

6 月 25 日（木）

中国支部  総会・講演会・懇親会
シェラトングランドホテル広島にて　参加 84 名

　総会は、伊藤元二支部長挨拶で始まり、

全議案が全会一致で承認されました。

　つづく懇親会は、足立建一郎理事長の乾

杯挨拶・発声で始まり、吉野石膏㈱横浜支

店支店長 山中浩二氏による中締をはさん

で和やかに親睦を深めました。

　総会に先立ち役員会、つづいて総会を開催。総会は、遠藤又四郎支部長

挨拶で始まり、全議案が全会一致で承認されました。

　つづく講演会は、『旧態依然からの脱却、流通事業は新時代突入～ 2040 年、

地域住宅産業は誰が支えるのか』を演題に、講

師に清水英雄事務所㈱ 代表取締役社長 清水大悟

氏をお迎えし、ご講演いただきました。

　懇親会は、小関秀央副支部長の乾杯挨拶・発

声で始まり、アイカ工業㈱千葉支店支店長 小関

徹也氏による中締をはさんで和やかに親睦を深

めました。

　総会は、倉澤慶一地区支部長挨拶で始まり、全議案が全会一

致で承認されました。

　つづく講演会は、『「人は見た目が 90％」～第一印象でちょっ

と得する大人の身だしなみ～』を演題に、講師にパーソナルス

タイリスト 名古奈穂子氏をお迎えし、ご講演いただきました。

　懇親会は、吉野石膏㈱北関東支店 長野営業所所長 千葉浩一郎

氏の乾杯挨拶・発声で始まり、DAIKEN ㈱信越支店 長野営業所所

長 小林 充氏による中締をはさんで和やかに親睦を深めました。

　総会は、三島英揮支部長挨拶で始まり、全議案が全会

一致で承認されました。

　つづく講演会は、『経営者にこそ伝えたい「生成 AI」

の本質と可能性』を演題に、講師に日本マイクロソフト

㈱業務執行役員 エバンジェリスト 西脇資哲氏をお迎え

し、ご講演いただきました。

　懇親会は、タカラスタンダード㈱中四国支社支社長 

芦田純一氏の乾杯挨拶・発声で始まり、双日建材㈱中

四国支店支店長 

髙 橋 寛 氏 に よ

る中締をはさん

で和やかに親睦

を深めました。

伊藤元二支部長
総会挨拶

足立建一郎理事長
乾杯挨拶

倉澤慶一地区支部長
総会挨拶

三島英揮支部長
総会挨拶

講演会講師
名古奈穂子氏

講演会講師
西脇資哲氏

遠藤又四郎支部長
総会挨拶

講演会講師
清水大悟氏

小関秀央副支部長
乾杯挨拶
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日合商各支部で総会が開催されました
7 月 2 日（木）

新潟地区支部  幹事会・総会・講演会・懇親会
ANA クラウンプラザホテル新潟にて　参加 31 名

7 月 6 日（月）

四国支部  役員会・総会・講演会・懇親会
ホテルマイステイズ松山にて　参加 58 名

7 月 8 日（水）

九州支部  役員会・総会・講演会・懇親会
ANA クラウン福岡にて　参加 90 名

　総会に先立ち幹事会、つづいて総会を開催。

総会は、茅野与志樹地区支部長挨拶で始まり、

全議案が全会一致で承認された後、小川明範副

理事長による日合商本部事務局挨拶・ミニ講演

を行いました。

　つづく講演会は、『南極観測隊調理人の挑戦！

～閉塞空間における人間関係の楽しみ方～』を

演題に、講師に南極観測隊調理隊員 渡貫淳子氏

をお迎えし、ご講演いただきました。

　懇親会は、吉野石膏㈱新潟支店支店長 松下 

仁氏の乾杯挨拶・発声で始まり、齋藤太佳裕副

地区支部長による中締をはさんで和やかに親睦

を深めました。

　総会に先立ち役員会、つづいて総会を開催。総会は、村

上髙志支部長挨拶で始まり、松下紳之助副支部長による開

会宣言の後、全議案が全会一致で承認されました。

　つづく講演会は、『高齢化社会に広がるストック市場のビ

ジネスチャンス！―在宅介護・医療の現場から見えた、資

産価値を高める住まい提案―』を演題に、講師に清水英雄

事務所㈱ディレクター 山本知史氏をお迎えし、ご講演いた

だきました。

　懇親会は、村上髙志支部長挨拶、

伊藤忠建材㈱中四国支店支店長 

重富義之氏の乾杯挨拶・発声に始

まり、クリナップ㈱中国・四国支

店支店長 小川泰広氏による中締

をはさんで和やかに親睦を深めま

した。

　総会に先立ち役員会、つづいて総会を開催。総会は、

越智通広支部長挨拶で始まり、全議案が全会一致で

承認されました。

　つづく講演会は、『最新テクノロジーのインパクト

～ AI ChatGPT で劇的に変わる近未来～』を演題に、

講師に日本マイクロソフト㈱業務執行役員 エバン

ジェリスト 西脇資哲氏をお迎えし、ご講演いただき

ました。

　懇親会は、新栄合板工

業㈱代表取締役社長 古澤

憲司氏の乾杯挨拶・発声

で始まり、梅津直樹副支

部長による中締をはさん

で和やかに親睦を深めま

した。

村上髙志支部長
総会挨拶

越智通広支部長
総会挨拶

松下紳之助副支部長
開会宣言

講演会講師
西脇資哲氏

梅津直樹副支部長
懇親会中締挨拶

茅野与志樹地区支部長
総会挨拶

小川明範副理事長
本部事務局挨拶・ミニ講演

講演会講師
渡貫淳子氏

齋藤太佳裕副地区支部長
中締挨拶

6 月 26 日（金）

北関東支部 総会・講演会・懇親会
ザ・マークグランドホテルさいたま新都心にて
参加 57 名

　総会は、林 紀尚支部長挨拶で始ま

り、全議案が全会一致で承認されま

した。

　つづく講演会は、『しくじり社長の

しくじり経営』を演題に、講師に㈱

フカイ 代表取締役 竹内和博氏をお迎

えし、ご講演いただきました。

　懇親会は、林 紀尚支部長の乾杯挨

拶・発声で始まり、タカラスタンダー

ド㈱北関東支社支社長 菅原英明氏に

よる中締をはさんで和やかに親睦を

深めました。

林 紀尚支部長
総会挨拶

講演会講師
竹内和博氏

講演会講師
山本知史氏
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日合商各支部で総会が開催されました

7 月 22 日（水）

静岡地区支部  役員会・総会・講演会・懇親会
ホテルグランヒルズ静岡にて　参加 44 名

7 月 28 日（火）

東京支部  役員会・総会・講演会・懇親会
LEVEL XXI 東京會舘にて　参加 131 名

　総会に先立ち役員会、つづいて総会を開催。総会は、原川 誠

地区支部長挨拶で始まり、全議案が全会一致で承認されました。

　つづく講演会は、『日本一のマグロ船に学ぶ！組織活性術

～「危険」で「キツイ」仕事からあみだされた知恵～』を演題

に、講師に㈱ネクストスタンダード  マグロ船式職場活性プロ

デューサー 齊藤正明氏をお迎えし、ご講演いただきました。

　懇親会は、長門利英地区支部幹

事の乾杯挨拶・発声で始まり、榊原

俊章副地区支部長による中締をは

さんで和やかに親睦を深めました。

　総会に先立ち役員会、つづいて総会を開催。総会は、

小川明範支部長挨拶で始まり、全議案が全会一致で承認

されました。

　つづく講演会は、『住宅・建築行政の最近の動き』を

演題に、講師に国土交通省 住宅局 住宅建設技能推進官 

川田昌樹氏をお迎えし、ご講演いただきました。

　懇親会は、田中幸治副支部

長（第 48 回通常総会実行委員

長）の乾杯挨拶・発声で始まり、

セイホク㈱常務取締役 遠山雅

美氏による中締をはさんで和

やかに親睦を深めました。

原川 誠地区支部長
総会挨拶

小川明範支部長
総会挨拶

講演会講師
齊藤正明氏

講演会講師 　 国土交通省住宅局
住宅建設技能推進官　川田昌樹氏

榊原俊章副地区支部長
中締挨拶

田中幸治副支部長
懇親会乾杯挨拶

7 月 10 日（金）

山梨地区支部
役員会・総会・講演会・懇親会
アピオ甲府にて　参加 37 名

　総会に先立ち役員会、つづいて総会を開催。総

会は、早川 勝地区支部長挨拶で始まり、全議案が

全会一致で承認されました。

　つづく講演会は、『人手不足時代に勝つ経営者の

AI 戦術～ AI を使うから使わせるへ～』を演題に、

講師に㈱ CC ファーム

代表取締役 大嶽圭子氏

をお迎えし、ご講演い

ただきました。

　懇親会は、㈱丸増ベ

ニヤ商会甲府営業所所

長 丸 山 清 文 氏 の 乾 杯

挨拶・発声で始まり、

TOTO ㈱甲府営業所所

長 坪根大将氏による中

締をはさんで和やかに

親睦を深めました。

早川 勝地区支部長
総会挨拶

講演会講師
大嶽圭子氏

7 月 15 日（水）

東北支部
役員会・総会・講演会・懇親会
ホテルメトロポリタン仙台にて　参加 56 名

　総会に先立ち役員会、つづいて総会を開催。総会は、

中川賀文支部長挨拶で始まり、全議案が全会一致で承認

されました。

　つづく講演会は、『お笑い芸人に学ぶ！豊かな人間関

係を築くためのコミュニケーション術』を演題に、講師

に放送作家・漫才作家・小

説家 村瀬 健氏をお迎えし、

ご講演いただきました。

　懇親会は、ジャパン建材㈱

東北営業部部長 沼田裕徳氏

の乾杯挨拶・発声で始まり、

DAIKEN ㈱ 東 北 支 店 支 店 長 

伊奈岡芳人氏による中締を

はさんで和やかに親睦を深

めました。

中川賀文支部長
総会挨拶

講演会講師
村瀬 健氏

7 月 15 日（水）～ 16 日（木）

沖縄支部  総会・工場見学
ホテルソシア大分にて
新栄合板工業㈱玖珠工場見学　参加 13 名

　総会・工場見学を 1 泊 2 日にて開催。15 日開催の総会は、小

山幹太支部長挨拶で始まり、全議案が全会一致で承認されまし

た。つづく懇親会は、ヤマエ久野㈱

沖縄営業所所長 八尋秀樹氏の乾杯挨

拶・発声で始まり、パナソニックリ

ビング中四国・九州㈱沖縄支店支店

長 陶 功城氏による中締をはさんで

和やかに親睦を深めました。

　翌 16 日は新栄合板工業㈱玖珠工

場を見学、合

板生産現場の

現状をより深

く学ぶことが

できました。

小山幹太支部長
総会挨拶

新栄合板工業㈱ 玖珠工場見学
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NICHIHA NEW LINEUP 2026

エステラレイヤーGS プレミアム エピフラット プレミアム

ニチハ公式インスタグラム

木を諦めてきたキッチンや洗面台のカウンタートップなどにもお使いいただけます。

銘木挽き板内装材 ボード / 挽き板

美しさ、機能性、環境性を兼ね備えた、
かつてない選択肢。
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合板　短期需給見通し （Unit：1,000㎥）

供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2026（R8）1-3
前回予測 (1,172) (630) (542) (1,140) (620) (520) (950.298) (123.349) (826.949)

実績 1,149.845 616.918 532.927 1,149.786 610.858 538.928 918.459 119.409 799.050

4-6
前回予測 (1,139) (630) (509) (1,150) (630) (520) (938.798) (123.349) (815.449)

見込み 1,140.697 620.000 520.697 1,180.000 640.000 540.000 879.156 99.409 779.747

7-9
前回予測 (1,158) (640) (518) (1,170) (640) (530) (926.298) (123.349) (802.949)

見通し 1,155.000 630.000 525.000 1,120.000 600.000 520.000 914.156 129.409 784.747
10-12 見通し 1,155.000 630.000 525.000 1,180.000 650.000 530.000 889.156 109.409 779.747

計 4,600.542 2,496.918 2,103.624 4,629.786 2,500.858 2,128.928

合板需給検討委員会
2026 年 6 月 9 日の検討結果
日本合板工業組合連合会・日本木材輸入協会・日本合板商業組

合による「2026 年度第一回合板需給検討委員会」を林野庁木材

利用課ご臨席のもと、合板会館（日合商会議室）において開催。

木材行政推進のための情報として林野庁に提供した合板の短期

需給見通しの検討結果です。

　国産合板の需要
1．令和 8 年第 1 四半期の実績について　　　　今回（611 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）
メーカーは生産コストの上昇を受け継続して値上げを打ち出したが、需要側は実需の乏しさか
ら当用買いに留まり、価格は横ばいで推移。前年は駆け込み需要が発生し相応の需要が発生し
たが、今期の 1 月～ 2 月は実需の乏しさから前年を下回る結果となった。しかし、2 月に入ると、
東西大手メーカーが 3 月からの値戻しを発表、また月末には中東紛争が勃発し、接着剤をはじ
め生産コストの上昇に伴う値上げや品不足の懸念が広がり、市場心理は変化した。3 月に入る
と先高観及び品不足の懸念から、製品確保に向けた動きが活発化し、その結果単月では前年実
績を上回ったものの、1 月～ 2 月の落込みを補いきれず、前年同期比 94.5％の実績となる。
2．令和 8 年第 2 四半期の見込みについて　　　今回（640 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
中東紛争の影響で接着剤など原材料の調達が悪化し、メーカーは減産を余儀なくされた。また、
原材料価格の高騰により価格も月を追うごとに上昇。一方需要側は先行き不透明ながら品不足
を懸念して調達を強め、一部では仮需も発生したが、現在は落着きを取り戻しつつある。前年
は 4 号特例縮小前の駆け込みで 3 月の新設住宅着工が急増し、需要側では在庫補充の動きが見
られた一方、4 月以降の大幅な着工減で荷動きは停滞した。今期は品不足を見越した仮需の動
きがあったものの、6 月に入ると供給不安が払拭されつつあり、落着きを取り戻している。そ
の結果、前年同期比 99.9％となる見込み。
3．令和 8 年第 3 四半期の見通しについて　　　今回（600 千㎥）

（見通し作成の根拠）
第 2 四半期は、ナフサ由来の建築資材の不足や、急激な価格高騰の影響により、分譲・ハウスメー
カーは一定の対応ができたものの、注文住宅が主流の一般工務店では見積作成すら困難となる
状況が発生した。さらに、新規受注も慎重姿勢が強まり、工期の遅延や着工延期が散見された。
当期は、資材供給体制が十分とは言えないものの徐々に安定化に向かうと見込まれるが、前期
の影響が残ることから、当期の新設住宅着工戸数は落ち込む事が想定される。また、需要側は
前期・前々期にかけて一定の在庫補充を行っており、新たな調達意欲は弱まるとみられるため、
需要は前年実績を下回る見通し。

（前年同期との差異について）
結果、前年同期比 97.9％になる見通し
4．令和 8 年第 4 四半期の見通しについて　　　今回（650 千㎥）

（見通し作成の根拠）
中東情勢が悪化しないことを前提とすれば、前期に延期された物件や新規案件の着工増が期待
される。一方で、住宅ローン金利上昇が予想されることから、金利上昇前の駆け込み契約、上
昇後の契約停滞などが想定され、先行きは不透明な状況にある。想定どおり新規契約や着工戸
数が増加すれば、需要側の流通在庫は減少に向かい、在庫補充の動きが発生することも見込ま
れる。結果、前年実績は若干下回るものの、前期の落込みを補う需要となる見通し。

（前年同期との差異について）
結果、前年同期比 97.5％の見通し

　輸入合板の需要
1．令和 8 年第 1 四半期の実績について　　　今回（539 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）
現地生産コストの上昇や円安の影響により、価格は上昇基調にあるものの、日本国内の需要の弱さから期
待した水準まで価格を引き上げるには至らず。また、先行き需要の不透明感や円安の進行を背景に、輸入
商社は必要最低限の発注にとどめた結果、製品によっては品薄が発生する状況となった。こうした中、2
月末に中東紛争が勃発し、国内合板同様に先高観や品不足の懸念が強まったことで、一部では製品確保に
向けた引合いが強まった。その結果、需要は供給量を上回り、前年同期比 106.3％の実績となった。	
	
2．令和 8 年第 2 四半期の見込みについて　　今回（540 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
国産合板同様に、中東紛争の影響により原材料や伐採コストが上昇し、更に輸送コストも上昇するなか、
円安が加わり価格は上昇基調となる。需要側は先々の品不足を懸念し、現物確保に向けた動きが活発化
し、在庫は減少傾向となり欠品アイテムが散見されたが、6 月には一定量の入荷が見込めることで、品薄
感は多少緩和される見込み。前年も先行きの不透明感が漂い輸入商社の新規発注は進まず、入荷量は減少
傾向にあったが、市況低迷の影響もあり大きな混乱は生じなかった。今期は、前年に比べても価格の先高
観があり、また欠品リスクが高まっていることから、需要側の製品確保に向けた動きが強まり、前年同期
比 101.7％の需要となる見込み。
3．令和 8 年第 3 四半期の見通しについて　　今回（520 千㎥）

（見通し作成の根拠）
6 月に一定量の入荷が見込まれており、価格の先高観はあるものの、国産合板同様に新設住宅着工の減少
を背景に、これまで見られた仮需的な動きは落ち着きを取り戻すと予想される。一方で、現地生産コスト
の上昇を受け、国内価格は着実に上昇しており、需要側もこの価格上昇を受け入れている状況。また、一
部の需要側では来年予定されている非住宅分野の大型開発物件の着工を見据え、更なる価格上昇前に型枠
合板等を確保しようとする動きは継続するとみられる。なお、入荷量が特段多いわけではないため、製品
によっては品薄状態になる可能性も否定できない。いずれにしても、極端な入荷増、出荷増は見込みにく
く、需要は前年実績をやや下回るものの、入荷量に見合った水準になる見通し。

（前年同期との差異について）
結果、前年同期比 97.3％の見通し
4．令和 8 年第 4 四半期の見通しについて　　今回（530 千㎥）

（見通し作成の根拠）
現地生産コストの上昇や円安の進行に加え、国内市況の先行き不透明感もあり、輸入商社は積極的な手当
てを控え、入荷量は前期と同水準になる見通し。一方、需要側は前期に続き、来年の大型開発物件の着工
を見据え型枠合板等の確保に向けた調達意識が一層強まると予測される。
また、年初に比べ在庫数量は減少傾向にあり、市場価格の乱れも限定的と考えられることから、需要は供
給量に見合った水準で推移する見通し。

（前年同期との差異について）
結果、前年同期比 100.3％の見通し
5．その他注目点等／国内合板・輸入合板ともに中東情勢の急激な悪化は想定していません



サステナブルな選択
資源をつなぎ、循環型社会へ

〒100-0005 東京都千代田区丸の内3-3-1 新東京ビル
お問い合わせは 吉野石膏DDセンター 03（3284）1181

エコマーク認定商品
２４１２３００４

リサイクルせっこうを100%使用した「せっこうボード」

●建築現場などから出るせっこうボードを回収・再利用して、せっこうボードを製造しています。
●原料となるせっこうは、建設時の端材や分別解体されたリサイクルせっこうを100％使用しています。
●二酸化炭素排出量削減に寄与する製品です。
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※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格（JAS 製品）（円）

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹
構造用

輸入・型枠用
輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

東京の合板卸売り価格

概 要
　2026 年 4 月の新設住宅着工戸数は 62,569 戸（前年同月

比 11.4％増）で 6 ヵ月ぶりの増加となった。その内、木造

住宅は 36,559 戸（前年同月比 23.2％増）で 3 ヵ月ぶりの

増加となった。季節調整済年率換算値は 72.4 万戸で前月比

1.7％減、4 ヵ月連続の減少となる。

　利用関係別では、持家が 16,296 戸（前年同月比 19.5％増）

で 3 ヵ月ぶりの増加、貸家は 29,265 戸（同比 17.3％増）で 6 ヵ

月ぶりの増加、分譲住宅は 16,702 戸（同比 3.4％増）で 4 ヵ

月ぶりの増加となった。分譲の内訳は、マンションが 6,293

戸（同比 18.4％減）4 ヵ月連続の減少、戸建ては 10,156 戸（同

比 24.3％増）で先月の減少から再びの増加となった。

　持家、貸家、分譲住宅が減少したため、全体で前年同月

比 11.4％の増加となった。

国内・外合板の供給量
　4 月の国内合板生産量 20.9 万㎥（前月比 98.9％、前年同

月比 96.5％）と発表された。その内、針葉樹合板の生産量

は 20.4 万㎥（同比 97.8％、95.5％）となり、出荷量は 21.6

万㎥（同比 101.4％、96.6％）で在庫量は 17.5 万㎥となった。

　輸入合板の 4 月度入荷量は 17.1 万㎥（前月比 101.5％、

前年同月比 91.9％）となった。国別入荷量は、マレーシア

が 3.5 万㎥、インドネシアが 5.6 万㎥、中国が 4.2 万㎥、ベ

トナムが 3.3 万㎥となっている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は、接着剤原料不足への懸念から高まっ

ていた供給不安が徐々に後退し、市場は平常化に向かって

いる。5 月前半に見られた仮需的な引き合いは足元で落ち

着き、需要は通常の当用買いのペースに戻りつつある。一

部メーカーでは接着剤原料の確保にめどが立ち、6 月生産

分については通常の発注で対応可能な状況となっている。

メーカー間で差はあるものの、納期の遅れも概ね解消の方

向にあり、供給環境は改善している。価格面では、メーカー

各社が打ち出した 6 月の値上げは市場で受け入れられてい

る。一方で、更なる大幅な値上げには慎重な見方もあり、

今後の需給バランスが注目される。6 月はメーカーの稼働

日数が多く、生産量の増加も見込まれることから、過度な

買い急ぎの局面は一巡したとの見方が広がっている。

　輸入合板は、中東情勢を背景とした原油高や円安進行の

影響を受け、産地価格の上昇基調が続いている。燃料費や

原木調達・輸送コスト、接着剤・化学品・海上運賃の高騰

に加え、一部では伐採・生産停止も発生しており、原木供

給は減少傾向にある。一方で、対日向け供給減少や船積み

遅延懸念から品薄・欠品が散見されるものの、需要は当用

買い中心へ移行しており、市場に大きな混乱は見られない。

首都圏では 6 月中の本船入港も予定されていることから、

供給面への過度な警戒感はやや和らいでいる。ただし、新

規成約は一段と難しくなっており、今後も値上げは避けら

れない状況にある。需給バランス次第では価格上昇のペー

スが緩む可能性もあるが、必要最低限の在庫については早

めの確保が望まれる。

日本合板商業組合東京支部
東京都ベニヤ板問屋協同組合

新風会　猪爪  清和

合板市況と今後の見通し
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970
1,260
1,450
2,080
2,650
1,700
3,750
4,500
2,700
2,060
2,150

6 月 10 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

970
1,260
1,450
2,080
2,650
1,700
3,750
4,500
2,700
2,060
2,150

6 月 17 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

970
1,260
1,450
2,080
2,660
1,710
3,770
4,530
2,720
2,070
2,160

6 月 24 日

0
0
0
0

+10
+10
+20
+30
+20
+10
+10

前週比

970
1,260
1,450
2,080
2,660
1,720
3,780
4,540
2,730
2,070
2,160

7 月 1 日

0
0
0
0
0

+10
+10
+10
+10

0
0

前週比

970
1,260
1,450
2,080
2,660
1,730
3,800
4,550
2,740
2,080
2,170

7 月 8 日

0
0
0
0
0

+10
+20
+10
+10
+10
+10

前週比

970
1,260
1,450
2,080
2,660
1,750
3,800
4,550
2,750
2,080
2,170

7 月 15 日

0
0
0
0
0

+20
0
0

+10
0
0

前週比

970
1,260
1,450
2,080
2,660
1,750
3,800
4,550
2,750
2,080
2,170

7 月 22 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

970
1,260
1,450
2,080
2,660
1,750
3,800
4,550
2,750
2,080
2,170

7 月 29 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

970
1,260
1,450
2,080
2,660
1,750
3,800
4,550
2,750
2,080
2,170

8 月 5 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比
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2026（令和 8）年 7月～ 9月期見通しJK情報センターによる
需要動向予測調査（抜粋）

工務店様・販売店様による需要予測
　国土交通省より 2026 年 3 月の新設住宅着工数が発表された。2025 年度の累

計は 71 万 1,171 ⼾（前年⽐ 87%）と 2025 年 4 月の法改正の影響が⼤きく出

る結果となった。ただ、10 月以降は前年を上回る月も⾒られ混乱の収拾の兆

しもあり、前回の調査（2026 年 4 月〜 6 月）の需要予測調査においても上昇

の傾向となっていた。

　中東情勢の緊迫化から商品の供給に制限が出て初めての調査となる 2026 年

7 月〜 9 月の需要予測がまとまった。工務店・販売店ともに前回調査から⼤き

く低下して、工務店はマイナス 37.2 ポイント、販売店はマイナス 45.4 ポイン

トまで下降した。商品の供給が安定しない中、先の⾒通しが立ちにくい事が窺

える。地域別にみると全国平均のマイナス 37.2 ポイントを上回るエリアが関

東（マイナス 25）・中部（マイナス 30）・近畿（マイナス 32）と限られ、地方

の苦戦が⾒受けられる。

　政府からは備蓄の確保と目詰まり解消で、石油関連商品の安定が謳われてい

るが、ホルムズ海峡封鎖の影響が⻑引くとなかなか不安の解消に⾄らない。次

回の調査では情勢の変化ともに注目したい。

主要メーカー様による販売予測
　主力メーカーの販売予測も「減少」予測が増えた。前回までの調査で 2 回連

続して増加が減少を上回るプラスポイントであった『住設機器』メーカーの回

答もマイナス 25 ポイントとなった。また『窯業・断熱』メーカーもマイナス

58.9 ポイントと⼤幅なマ

イナスに陥り、出荷制約

の影響が窺える。

増加予測 前年並予測 減少予測
合　　　板 15.4% 38.4％ 46.2％
木 質 建 材 10.0％ 20.0％ 70.0％
窯業・断熱 15.9％ 29.3％ 64.8％
住 設 機 器 18.8％ 37.4％ 43.8％

全全　　国国 回回答答数数 22,,770033

　　　2025年 2026年

　　　7月－9月       7月－9月

        北北海海道道 関関東東

      北北陸陸 近近畿畿

      四四国国 ＜＜有有効効回回答答数数＞＞

北北海海道道 114433 中中　　国国 114433

東東　　北北 226666 四四　　国国 7700

関関　　東東 997711 九九　　州州 333333

甲甲信信越越 117711

北北　　陸陸 7700

中中　　部部 226633

近近　　畿畿 227733

甲甲信信越越

　中中部部       中中国国

　　　　　　　　九九州州

過去２年間の仕事量の見通しをポイントで表し
たグラフ。

「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の中から
お選び頂き、総回答数よりそれぞれの割合を算
出致しました。
単位は、「％」となります。

　　東東北北

--3333..11  --3322..33
--2244..55  --2277..88  --2288..55  --2277..33  --2255..99  --2255..55

--4455..44

--8800

--6600

--4400

--2200

00

2200

4400

2244//77--99 2255//11--33 2255//77--99 2266//11--33 2266//77--99

1100  

3322  

5588  

1111  

3344  

5555  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

00..77  

1111..77  

4466..77  

3300..66  

1100..33  

11..33  

77..77  

3366..66  
3333..88  

2200..66  

00

1100

2200

3300

4400

5500

6600

増増加加 微微増増 前前年年並並 微微減減 減減少少

99  

4455  4466  

88  
1177  

7755  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

55  

4444  
5511  

44  

4400

5566  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

3322  

5588  

1100  

1166  
2277  

5577  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

1100  

5522  
3388  

1111  

4488  4411  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

1122  

5511  

3377  

1122  

3355  

5533  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

44  

3344  

6622  

44  

2244  

7722  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

1199  

5533  

2288  

1111  

4411  4488  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

22  

4422  

5566  

00  

2266  

7744  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

1100  

4444  4466  

55  

3344

6611  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

全全　　国国 回回答答数数 22,,770033

　　　2025年 2026年

　　　7月－9月       7月－9月

        北北海海道道 関関東東

      北北陸陸 近近畿畿

      四四国国 ＜＜有有効効回回答答数数＞＞

北北海海道道 114433 中中　　国国 114433

東東　　北北 226666 四四　　国国 7700

関関　　東東 997711 九九　　州州 333333

甲甲信信越越 117711

北北　　陸陸 7700

中中　　部部 226633

近近　　畿畿 227733

甲甲信信越越

　中中部部       中中国国

　　　　　　　　九九州州

過去２年間の仕事量の見通しをポイントで表し
たグラフ。

「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の中から
お選び頂き、総回答数よりそれぞれの割合を算
出致しました。
単位は、「％」となります。

　　東東北北

--3333..11  --3322..33
--2244..55  --2277..88  --2288..55  --2277..33  --2255..99  --2255..55

--4455..44

--8800

--6600

--4400

--2200

00

2200

4400

2244//77--99 2255//11--33 2255//77--99 2266//11--33 2266//77--99

1100  

3322  

5588  

1111  

3344  

5555  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

00..77  

1111..77  

4466..77  

3300..66  

1100..33  

11..33  

77..77  

3366..66  
3333..88  

2200..66  

00

1100

2200

3300

4400

5500

6600

増増加加 微微増増 前前年年並並 微微減減 減減少少

99  

4455  4466  

88  
1177  

7755  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

55  

4444  
5511  

44  

4400

5566  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

3322  

5588  

1100  

1166  
2277  

5577  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

1100  

5522  
3388  

1111  

4488  4411  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

1122  

5511  

3377  

1122  

3355  

5533  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

44  

3344  

6622  

44  

2244  

7722  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

1199  

5533  

2288  

1111  

4411  4488  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

22  

4422  

5566  

00  

2266  

7744  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

1100  

4444  4466  

55  

3344

6611  

00

2200

4400

6600

8800

110000

増増加加 前前年年並並 減減少少

販売店様による景気動向の推移

販売店様による地域別需要予測
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2026.07.29　官公庁からのお知らせ
【林野庁】【周知のご依頼】全東信の破産手続開始により影響を受ける中小企業・小

規模事業者への支援について
全東信の破産手続開始の影響により、飲食店等の資金繰りに関する報道等がなされ
ているなか、経済産業省から、中小企業・小規模事業者への支援に関するプレスリ
リースを公表。※ 7 月 31 日（金曜日）に告示を行い、セーフティネット保証 1 号
に指定。
経産省 WEB サイト：7 月 24 日プレスリリース

「全東信の破産手続き開始により影響を受ける中小企業・小規模事業者への支援を
実施します。」

2026.07.24　官公庁からのお知らせ
【林野庁】【周知依頼 / マイナンバーカード活用等に向けた積極的な周知のご協力の

お願いについて】
「マイナンバーカードの活用等」に関し、デジタル庁より林野庁経由で会員企業及

び従業員の方に対して、改めて情報提供と周知の依頼がありました。
【周知依頼内容】

国民の皆様の利便性の観点から、行政手続や所管業界における民間サービスにおい
て、マイナンバーカードを身分証明書として活用する積極的な取組をお願いします。
参考資料 1：マイナンバーカード利用推進に向けた取組
参考資料 2：マイナンバーカードと電子証明書の更新を促すための広報媒体
関 連 資 料：�デジタル庁ウェブサイトのページ下部「マイナンバーカード活用等に

関する周知用資料」

2026.07.16　官公庁からのお知らせ
【お知らせ】「モクレポ～林産物に関するマンスリーレポート～」林野庁 HP に公表

7 月号では、森業アワード創設や、主要特用林産物の国内生産量などについて特集
しています。

2026.06.25　官公庁からのお知らせ
【林野庁】【お知らせ】グリーンエクスポ 2027 の開催・成功に向けたご協力のお願

いについて
開催まで 1 年を切った「GREENxEXPO 2027（2027 年国際園芸博覧会）」の成功に向け、
本博覧会の開催趣旨をご理解・ご協力をお願いします。
◦�機運醸成：全国的な認知度をより一層高めていくため、サイネージでのデジタル

情報発信、多数の方が往来する施設等でのポスターの掲示、業界協会及びその会
員企業等が作成する機関誌、広報誌、各種ポスターへの GREENxEXPO 2027 ロゴ
や記事の掲載をお願いします。

◦�前売入場チケットの購入：本博覧会の機運醸成、来場者促進につながる前売入場
チケットの購入を、社員の福利厚生や取引先との関係強化、商品の販売促進や景
品等としてご活用お願いします。

　※ �100 枚以上購入する場合は購入枚数に応じた大口割引（2 ～ 5%）適用。令和
8 年 6 月 30 日までに申込みいただいた場合は早期購入割引（4 ～ 7%）もご用意。

◦お問合せ先
　農林水産省農産局園芸作物課花き産業・施設園芸振興室
　Tel：03-3502-8111
◦お問合せフォーム：https://forms.office.com/r/KD8f5KvkfU

トピックスより抜粋
https://www.nichigosho.net/topics/

日合商ホームページ

【グリーン購入法】に基づき事業者認定・期限更新した 16 社 2026 年 7 月末現在

北海道	 -0023- ⑤	 高橋産業㈱	 代表取締役	 高橋 聡一朗

東北	 -0028- ⑥	 ㈱北洲（盛岡・北上・水沢・仙台支店含）	 代表取締役社長	 村上 ひろみ

東北	 -0033- ⑤	 ㈱吉田産業	 代表取締役社長	 吉田 昌弘

東北	 -0097- ②	 米山産業郡山㈱	 代表取締役	 米山 雄大

東京・静岡	 -0214- ④	 西山木材㈱	 代表取締役	 櫻井 捷哉

東京	 -0233- ③	 水元ベニヤ㈲	 代表取締役	 小柳 亜希子

中部日本	 -0063- ②	 ㈱杉浦木工所	 代表取締役	 武藤 茂樹

中部日本	 -0064- ②	 ヨネモク工芸㈲	 代表取締役	 八木 敦弘

中部日本	 -0065- ②	 ㈱井上商会	 代表取締役	 深尾 嘉彦

中国	 -0053- ⑥	 日本パネフォーム㈱  西日本事業部 広島工場	 代表取締役	 長谷川 康治

中国	 -0057- ⑤	 ㈱彦島製作所	 代表取締役	 津村 賢二

四国	 -0028- ③	 ㈱三浦商店	 代表取締役	 三浦 賢俊

九州	 -0032- ⑥	 ㈱中澤	 代表取締役	 中澤 佑介

九州	 -0038- ⑤	 田野産業㈱	 代表取締役	 児玉 哲也

九州	 -0125	 ㈱熊井産業	 代表取締役	 鵜川 秀樹

九州	 -0121- ①	 ㈱エガミ	 代表取締役	 廣瀬 信一

日合商WEBセミナーご案内
※詳細については、各支部事務局よりご案内いたします。

また日合商ホームページにも掲載いたします。

《申込受付 8 月 17 日（月）開始》

2026 年度第 2 回定期セミナー
9 月 17 日（木）

YouTube 配信 14：00 ～ 15：30

講師

　　清水英雄事務所株式会社
代表取締役社長   清水大悟 氏　　 

テーマ

『人が足りない時代に、仕事を減らさず回すために」
～工務店の人材不足と、流通店が担える実務支援～』


